
議長（門 瀧雄） 

 以上で尾崎議員の一般質問に対する答弁は終わります。 

5 番 隅岡美子君。 

議員（隅岡 美子） 

 5 番 隅岡美子でございます。 

通告に従いまして、順次一般質問をさせていただきます。 

小型家電リサイクル制度についてでございます。 

小型家電リサイクルとは、資源の有効活用や最終処分場の延命などが目的、使

用済みの小型家電は貴金属やレアメタル、鉄、アルミなどを多く含むため、都

市鉱山とも呼ばれるが、これまで回収や再資源化の仕組みがなく、大半が不燃

物として埋立処分されてきました。環境省の推計では、1年間に使用済みとな

る小型家電 65 万トンのうち、有用な金属は 28 万トン、844 億円にも上るとさ

れています。4 月からスタートした小型家電リサイクル制度について、県内 8

市 9町全てが本年度中に制度に参加することになりました。 

一般紙、平成 25 年 5 月 12 日付によりますと、県内全市町を対象に、2日から

8日にかけてアンケートを行い、小型家電リサイクルの実施状況の記事が掲載

されておりました。その中で、先行して回収事業を行っているのは 3市であり、

丸亀市が四国で初めて、2011 年 11 月 1 日から取り組みを開始しております。

同市では、回収しているのは携帯電話のほか、ビデオカメラやデジタルカメラ、

電子辞書、ＩＣレコーダーなど 15 品目、設置場所はコミュニティーセンター、

市役所、総合センターなど含め、6 カ所に回収ボックスを設置しております。

そのほかでは、善通寺市と観音寺市がことし 4月から開始をしております。多

度津町においても、不燃ごみの減量化にもつながっていけるメリットがあると

思われます。 

そこでお尋ねをいたします。 

多度津町において、今後の実施計画をお示しください。よろしくお願いいたし

ます。 

以上で終わります。 

町長（丸尾 幸雄） 

 隅岡美子議員のご質問の小型家電リサイクル制度についてお答えをしてま

いります。 

小型家電リサイクル制度とは、使用済み小型電子機器等の再資源化の促進に関

する法律だと思います。法制定の背景には、資源価格の高騰や最終処分場の逼

迫などの理由により、機器等に含まれるアルミ、レアメタル、貴金属などがリ

サイクルされずに埋め立てられることへの対応が急務になったためと認識を

しております。本年 4月より施行されておりますが、本町も取り組みを開始し



てまいりますので、ご理解賜りますようお願いを申し上げ、詳しくは担当課長

より答弁をしてまいります。 

環境課長（中野 弘之） 

 隅岡議員の小型家電リサイクル制度についてのご質問にお答えします。 

環境省は、議員がおっしゃるとおり、金や銅、レアメタルといった有用金属の

再資源化や埋立処分の削減のため、平成 25 年度より小型家電の回収を行う市

町に対し、実証事業として、回収ボックス、ＰＲのぼり旗、広報チラシの現物

支給を行うことになりました。多度津町も 4月 9日をもって事業の採択決定を

いただき、現在 8月中旬ごろの支給を待っているところでございます。 

回収方法としましては、回収ボックスを役場本庁、豊原農村婦人の家、四箇、

白方各公民館の玄関口に設置し、現業職員により月 1回程度の回収を考えてお

ります。それと、リサイクルプラザにて持ち込み回収も行い、本年度において

は回収された小型家電は国が設定した業者に無償で引き渡す予定ですが、平成

26 年度からは各市町が入札にて有償売却を行うことになっております。 

回収する品目につきましては、1、携帯電話、公衆用ＰＨＳ端末、2、電話機、

3、デジタルカメラ、ビデオカメラ、4、デジタルオーディオプレーヤー、ＣＤ

プレーヤー、ＩＣレコーダー、5、電子辞書、6、ゲーム機、電子玩具、7、Ｅ

ＴＣ車載ユニット、8、ポータブルラジオ、9、ポータブルＤＶＤビデオ、10、

電卓、11、カーナビ、12、リモコン、充電器等の電子機器附属品の 12 品目を

考えております。 

最後になりましたが、住民への周知、啓発につきましては、広報チラシが支給

され次第、全戸配布を行い、9 月からの回収開始を予定しておりますので、8

月の広報紙、ホームページ等に掲載をしていきたいと考えております。 

以上、簡単ではございますが、ご理解賜りますようお願い申し上げ、答弁とさ

せていただきます。 

議長（門 瀧雄） 

 以上で隅岡議員の一般質問に対する答弁は、町長、担当課長からありました

が、隅岡議員、再質問があればお受けいたします。 

議員（隅岡 美子） 

 ありがとうございました。 

8 月の中旬ごろ、予定をされておりますということで、国のほうからボックス、

それからのぼり、それからチラシも現物給付をされるということでありました。

周知のことも 8月の広報紙でお知らせをしていくということであります。これ

も周知をして、住民の皆様から理解を得られなければ、なかなか回収率も上が

ってこないと思われますので、その辺のところはどのようにお考えでしょうか。

お願いします。 



環境課長（中野 弘之） 

 隅岡議員の再質問についてお答えを申し上げます。 

今のところ、広報紙等のほうで周知していこうと考えておりますので、よろし

くお願い賜りますよう、答弁とさせていただきます。 

議長（門 瀧雄） 

 よろしいですか。 

議員（隅岡 美子） 

 回収ボックスですが、役場、豊原農村婦人の家、四箇公民館、白方公民館で

ございますね。できればもう少し回収ボックスの設置場所をふやしていただき

たいと思います。これは要望です。 

以上でございます。 

 


